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令和７年度　高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 

 

介護保険の地域支援事業や国民健康保険、後期高齢者医療保険の保健事業を一体的に実施す

る。 

■匝瑳市の後期高齢者の状況（概略） 

■健康課題 

 ○平均自立期間（要介護 2以上） 

　＊令和 2年時点において、平均自立期間は男性 79.7 歳、女性 83.5 歳で、国(男性 81.9、

女性 84.0)・県(男性 81.5、女性 84.1)よりも低い。 

○健診・歯科健診 

　＊健診受診率 28.2％で、県(31.6)より低い。 

○医療（大分類別医療費上位） 

 

 

入院・外来とも循環器系の疾患が最も高く、県よりも高い。全体の医療費(入院+外来)の

うち、1位慢性腎臓病(透析あり)［4.8％］、2位不整脈［4.3％］、3位関節疾患［4.3％］と

なっている。 

 

○介護 

　＊1件当たりの介護給付費は 68,441 円で、国(60,046 円)・県(58,017 円)よりも高い。 

　＊要介護者の有病状況は、心臓病 56.6％、筋骨格 49.2％、精神 29.4％の順に高い。 

○その他 

　＊外来(健診受診有 274,686 円、受診無 306,763 円)・入院(健診受診有 184,176 円、受診

無 342,495 円)ともに受診歴がない者の医療費が高くなっている。 

　＊後期高齢者質問票　「半年前に比べて固いものが食べにくい」32.5％で、国(27.0％)、

県(26.0％)、「ウォーキング等の運動を週に 1回以上」53.5％で、国(63.3％)、県(67.0％)、

「週に 1 回以上は外出」88.5％で、国(92.2％)、県(92.5％)といずれも国・県よりフレ

イルリスクが高い。

 1 位 2位 3位

 
入院 循環器系の疾患

筋骨格系及び 

結合組織の疾患
呼吸器系の疾患

 
外来 循環器系の疾患 新生物［腫瘍］

筋骨格系及び 

結合組織の疾患

 ①循環器系疾患の医療費が高く、健診結果では血圧、血糖の異常が多くみられている。疾

病別では慢性腎臓病（透析あり）が全体医療費の中で高くなっており、生活習慣病重症化

予防が必要である。 

②医療費や介護の状況から筋骨格系の疾患が多く、運動・社会参加リスクも高い。 



 

■令和 7年度実施状況 

・高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ） 

（令和 7年 10 月 31 日時点） 

・通いの場等への積極的な関与等（ポピュレーションアプローチ） 

（令和 7年 10 月 31 日時点） 

（参考）令和 6年度実績 

・高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ） 

・通いの場等への積極的な関与等（ポピュレーションアプローチ） 

 ③口腔リスクが高く、栄養面にかかわるニーズも高いことから口腔・栄養面に関する対策

が必要である。 

④一人当たり医療費の相関をみると、健診受診歴がある者と比較し、受診歴がない者の医

療費が高くなっている

 
対象者数

保健指導
期間・方法等

 実施人数 実施率

 低栄養 39 9 23.1％ 3 ヶ月間 3回面談

 重症化予防 102 31 30.4％ 1 回面談

 (再掲)高血圧 (100) (31) (31.0％)

 高血糖 (2) (0) (0.0％)

 健康状態不明者対策 78 73 93.6％ 訪問にて原則 1回面談

 回数 人数 実施機会

 
健康教育 86 2668

百歳体操、健診会場、健康になるスマ

ホ講座、シルバークッキング等

 
健康相談 2 19

健康になるスマホ講座、共興地区あお

ぞら市等

 フレイル状態者の把

握
62 596

百歳体操、健康になるスマホ講座、等

 
対象者数

保健指導
アウトカム評価等

 実施人数 実施率

 低栄養 47 9 19.1％ 体重増者 75％

 重症化予防 168 55 32.7％

 (再掲)高血圧 （138） （41） （29.7％） 医療機関受診率 76.7％

 高血糖 （30） （14） （46.7％） 医療機関受診率 51.4％

 健康状態不明者対策 97 81 83.5％ 健診受診率 9.9％

 回数 人数 備考

 健康教育 185 3716 内容：運動・栄養・口腔等

 健康相談 6 61 内容：血圧測定等

 フレイル状態者の把握 101 1014 うちハイリスク者健康相談 61 人


